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研究概要
免疫療法はがんの治療選択としての地位を確立したが、奏効率は未だ限定的である。現行の免

疫療法はT細胞がん免疫の賦活化法であるが、がん細胞はHLAの低下によりT細胞がん免疫か
ら逃れ、治療抵抗性を獲得する。ナチュラルキラー （NK） 細胞はこれらのがんをNK受容体で
認識し、傷害する事でがん免疫に必要不可欠な役割を果たす。従って、NK細胞の賦活化法は次
世代のがん免疫療法の開発に有用である。しかし、治療効果の高いNK細胞療法は確立されてい
ない。本研究では、ヒト血液NK細胞にがん特異的キメラ受容体 （CAR） を導入し、NK細胞記
憶とがん免疫の抑制因子を標的として細胞機能を増強した 『CAR記憶NK細胞』の調整法を確
立する。その後、CAR記憶NK細胞のがん治療効果を患者由来腫瘍移植モデルで検証する。更
に、治療効果増強における分子制御機構を解明し、次世代NK細胞療法の研究基盤を構築する。
本研究の完遂にて、治療効果が高いNK細胞療法の開発に直結する基盤技術と知見を獲得でき
る。本研究が提示するNK細胞賦活化法は、現行の免疫療法との併用による相乗的な治療効果
や、免疫療法抵抗性のがんに対して有効性が期待できる。


